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お わ り に
以上みてきたように，鈴木は，地方斯民会・地方報徳会の講演活動の場において，「国民生
活の危機」的状況という問題を解決する為に，報徳主義への批判に対する反駁を行いつつ，
彼の報徳解釈を示した。鈴木の記事によると，報徳解釈が示す内容は，Ⅱ－１での「推譲」
の必然性の認識，Ⅱ－３での「推譲」に関する大切な点の提示，Ⅱ－４での「富国安民」等
への志向，Ⅱ－５での外国への「推譲」，Ⅱ－６での報徳の究極の目的＝「萬物の父母」であ
る「天地」への報徳，等に及ぶものであった。また，Ⅱ－１からⅡ－６に至るまでの過程も
明確に受け取れるものであり，その過程は，報徳の趣旨と違う記事の報徳解釈とは違い，報
徳の趣旨にそった，前述の批判が見落としていた大切な点を押さえた，自然な展開になって
いると思われる。
こうした特色をもった講演を筆録し，「（中央）報徳会」は記事にして機関誌に掲載した。
人々に，「推譲」に関する大切な点を理解してもらうこと，「富国安民」等への志向を示して
いること，外国への「推譲」が必要なことを示していること，深い意味をもった「天地」へ
の報徳を促していること，等は，「（中央）報徳会」等に対する否定的捉え方をする現在の先
行研究が見落としてきた，同会等の啓発活動の重要な特質と役割の一端を示すものと?えら
れる。
〔註〕
１）明治期における「（中央）報徳会」に関しては，拙稿「明治期における『（中央）報徳会』に関す
る基本的資料」，『淑徳大学社会学部研究紀要』第33号，平成11年，を参照されたい。
２）『斯民』第４編第１号，報徳会，明治42年４月，PP.56～61。記事の氏名の鈴木木太郎は誤植。
３）明治期における報徳社への批判に対する反駁に関しては，拙稿「明治期における報徳社批判に対
する報徳社の人々の反駁」，『淑徳大学研究紀要』第28号，平成６年，を参照されたい。
４）報徳思想・報徳主義，「（中央）報徳会」，等に対する否定的捉え方では捉えきれない側面に関し
ては，日本生涯教育学会第21回大会（平成12年11月24日＜金＞・同25日＜土＞，於 国立教育会館
社会教育研修所）での筆者の発表（同24日）資料「明治期における『（中央）報徳会』の教育活動－
機関誌『斯民』による啓発－」，を参照されたい。
５）佐賀県立佐賀西高等学校所蔵文書。
６）石倉光男「自由民権学習結社の会計簿の分析－湘南講学会（神奈川県大住・淘綾両郡内設置）に
ついて－」，『神奈川県立公文書館紀要』創刊号，平成９年，P.107。
７）徳島県立城南高等学校同窓会，平成12年。
８）国立国会図書館図書部編，国立国会図書館発行，平成６年。
９）石山洋他編，皓星社，平成10年。
10）石山洋他編，皓星社，平成６年
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11）『刑事法評林』第２巻９号，明治43年９月。『同』第２巻10号，明治43年10月。
12）『刑事法評林』第３巻６号，明治44年６月。
13）この時の講演は，『佐賀新聞』（明治42年２月13日付）によると，西村佐賀県知事のもの，鈴木券
太郎「現代の経済思潮と報徳主義」，国光事務官「報徳主義の社会上に於る地位」である。
14）緑蔭書房，平成９年。
15）以下，鈴木の記事からの引用にあたっては，傍点・振り仮名は省略。
16）本稿中の『二宮翁夜話』『二宮先生語録』『報徳記』の資料としての意味については，宮西一積『二
宮哲学の研究』理想社，昭和44年，PP.53～84；佐々井典比古「尊徳研究のための新資料」，二宮尊
徳生誕二百年記念事業会報徳実行委員会編『尊徳開顕―二宮尊徳生誕二百年記念論文集―』有隣
堂，昭和62年，PP.230～248，等を参照されたい。
17）復刻版『二宮尊徳全集』第６巻，龍溪書舎，昭和52年，P.1013。
18）復刻版『二宮尊徳全集』第24巻，龍溪書舎，昭和52年，P.600。
19）前掲 復刻版『二宮尊徳全集』第６巻，P.1013。
20）復刻版『二宮尊徳全集』第１巻，龍溪書舎，昭和52年，P.557。
21）一木喜徳郎「推譲の精神」，『斯民』第２編第６号，報徳会，明治40年９月，P.９。
22）同上 PP.９～10。傍点は省略。
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KentaroSuzuki’sExplanationof
theThoughtsofSontokuNinomiya(?Hotoku”)
AsSeeninthe
theOfficialOrganof?ChuoHotokukai”
HisanoriMAEDA
ThispaperaimsatmakingclearKentaroSuzuki’sexplanationof?Hotoku”asseen
intheShimin.Itisoneoffundamentalworkstomakeclearthecharacteristicsandroles
ofactivitiesof?ChuoHotokukai”(?C.H.”,1905)duringtheMeijiera.
SuzukiisamanwhoenteredintotheKeioGijukuLaterandservedasaprincipalat
SagaPrefectruralSagaMiddleSchoolduringtheMeijiera.
ThemainpointsofSuzuki’swide-rangingexplanationof?Hotoku”areasfolows:he
presentedsomeimportantpointsof?Suijo”,ideasof?wealthycountryandpeaceful
people”,?Suijo”toforeigncountries,?Suijo”tonatureandsoon.
?C.H.”reportedthatSuzuki’sexplanationintheShimin.Thisfactindicatesthe
importantcharacteristicsof?C.H.”ofitsenlighteningactivities.
Shimin,
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